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Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
（
東

京
・
港
、
�
０
３
・
６
８

４
８
・
８
５
０
０
）
は
、

廃
棄
物
処
理
業
・
製
造
業

等
向
け
「
環
境
汚
染
賠
償

責
任
保
険
」
の
契
約
拡
大

に
注
力
し
て
い
る
。
環
境

汚
染
に
起
因
す
る
第
三
者

の
身
体
の
障
害
や
財
物
の

汚
損
な
ど
を
補
償
。
設
備

の
老
朽
化
や
自
然
災
害
リ

ス
ク
が
高
ま
る
中
、
汚
染

物
質
の
流
出
等
に
よ
る
汚

損
や
健
康
被
害
、
浄
化
費

用
な
ど
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
般
的
な
賠
償

責
任
保
険
で
は
カ
バ
ー
で

き
な
い
部
分
ま
で
備
え
る

こ
と
で
、
リ
ス
ク
対
策
だ

け
で
な
く
、
対
外
的
な
信

頼
性
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
し
て
、提
案
を
進
め
る
。

同
保
険
は
１
９
９
２
年

頃
、
８０
年
代
に
ア
メ
リ
カ

や
日
本
国
内
で
も
環
境
汚

染
事
故
が
多
か
っ
た
こ
と

を
背
景
に
開
発
。
以
降
も

安
定
的
に
顧
客
か
ら
の
ニ

ー
ズ
が
あ
る
中
、
近
年
は

設
備
の
老
朽
化
、
深
刻
な

自
然
災
害
の
多
発
を
は
じ

め
、
山
あ
い
の
施
設
で
は

土
砂
災
害
の
危
険
性
も
あ

る
中
で
、
環
境
汚
染
リ
ス

ク
に
備
え
た
い
と

い
う
声
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。

一
例
と
し
て
、

製
造
業
者
の
配
管

に
亀
裂
が
生
じ

て
、
油
が
河
川
に

流
出
。
数
千
万
円

の
賠
償
金
を
請
求

さ
れ
た
が
、
同
保

険
で
カ
バ
ー
し

た
。
ま
た
、
同
保

険
の
事
例
で
は
な

い
が
、
あ
る
事
業

者
は
浸
水
に
よ
る

汚
染
物
質
流
出
で
、
数
十

億
円
の
賠
償
金
を
請
求
さ

れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
ヘ
ッ

ジ
に
向
け
、
保
険
の
希
少

性
や
補
償
の
柔
軟
性
を
打

ち
出
し
、
契
約
拡
大
に
つ

な
げ
る
。
事
前
告
知
の
内

容
で
変
動
す
る
が
、
プ
ラ

ン
の
一
例
と
し
て
、
中
間

処
理
施
設
（
１
カ
所
）
・

１
年
契
約
・
１
億
円
の
補

償
で
、
保
険
料
は
年
間
１

０
０
万
〜
２
０
０
万
円
。

「
他
社
で
は
同
様
の
保
険

の
取
り
扱
い
が
少
な
い

中
、
割
安
で
の
提
案
が
可

能
」
と
す
る
。
ま
た
、
長

期
に
わ
た
る
環
境
汚
染
の

拡
大
に
よ
る
損
害
や
、
オ

プ
シ
ョ
ン
で
洪
水
・
高
潮

に
も
対
応
で
き
る
な
ど
、

柔
軟
性
も
強
み
だ
。

保
険
始
期
日
以
前
の
環

境
汚
染
や
地
震
・
津
波
・

噴
火
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
な
ど
に

よ
る
損
害
は
対
象
外
の
た

め
、注
意
が
必
要
と
な
る
。

同
社
企
業
賠
償
保
険
部

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
賠
償
保
険

課
の
城
智
宏
氏
は
、
「
こ

う
し
た
保
険
を
契
約
し
て

い
る
こ
と
が
、
対
外
的
な

信
頼
性
向
上
に
も
つ
な
が

る
。
以
前
に
は
、
愛
知
県

産
業
資
源
循
環
協
会
の
会

員
向
け
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
た

と
こ
ろ
、
非
常
に
多
く
の

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
一
層
の
認
知
度

向
上
と
契
約
拡
大
を
推
進

し
た
い
」
と
話
し
た
。

�
�
こ
れ
ま
で
の
経
歴
は
。

津
上

前
職
で
は
大
手
製

造
業
グ
ル
ー
プ
で
１７
年
間

に
わ
た
り
社
長
・
会
長
・

Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
、
最
先
端

製
造
装
置
事
業
の
経
営
を

担
っ
た
。
創
業
家
出
身
の

上
場
企
業
経
営
者
と
し
て

大
手
グ
ル
ー
プ
に
参
画

し
、
経
営
資
源
を
最
大
限

生
か
す
こ
と
で
、
事
業
が

世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
に
成

長
し
た
経
験
が
あ
る
。
そ

の
実
体
験
か
ら
、
地
域
に

根
差
す
企
業
が
連
携
し
、

経
営
資
源
を
相
互
活
用
す

れ
ば
、
単
独
で
は
成
し
得

な
い
成
長
が
実
現
で
き
る

と
確
信
し
て
お
り
、
レ
ナ

タ
ス
で
も
そ
の
再
現
を
目

指
し
て
い
く
。

�
�
グ
ル
ー
プ
の
成
長
戦

略
は
。

津
上

個
社
の
強
み
を
生

か
し
、
ロ
ー
カ
ル
で
確
固

た
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
形
成

す
る
「
地
域
戦
略
」、地
域

連
携
や
動
静
脈
連
携
と
い

う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
用
す
る
「
広
域
戦
略
」、

そ
し
て
「
Ｍ
＆
Ａ
戦
略
」

を
推
進
し
て
い
る
。
特
に

Ｍ
＆
Ａ
で
は
、
参
加
企
業

が
「
対
等
な
立
場
で
共
に

価
値
を
創
出
し
、
成
長
を

実
現
す
る
」
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。

�
�
グ
ル
ー
プ
の
理
念
は
。

津
上

私
た
ち
は
「
地
球

の
た
め
に
、
ひ
と
つ
に
な

る
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
グ
ル

ー
プ
の
枠
を
超
え
、
取
引

先
や
地
域
社
会
な
ど
と
共

に
地
球
規
模
の
課
題
解
決

に
取
り
組
み
、
豊
か
な
未

来
を
共
に
創
る
姿
勢
を
表

し
て
い
る
。
そ
の
根
底
に

あ
る
の
が
「
共
創
経
営
」

だ
。
こ
れ
は
、
共
通
の
理

念
と
信
条
を
軸
に
、
参
加

企
業
が
互
い
の
特
性
と
独

自
性
を
尊
重
し
、
連
携
す

る
こ
と
で
、
個
社
の
成
長

と
グ
ル
ー
プ
の
発
展
が
共

存
す
る
経
営
方
針
と
な

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
律

と
連
帯
を
両
立
す
る
業
界

で
も
特
長
あ
る
企
業
集
団

を
確
立
し
て
い
る
。

�
�
シ
ナ
ジ
ー
の
具
体
例

は
。

津
上

例
え
ば
、
各
社
の

有
す
る
処
理
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
相
互
提
供
、
処
理

施
設
の
定
期
修
繕
時
の
相

互
利
用
、
顧
客
の
相
互
紹

介
な
ど
の
営
業
連
携
、
物

流
連
携
に
よ
る
広
域
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
適
化

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
横
断
型

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

し
て
い
る
。実
際
、新
規
受

注
や
コ
ス
ト
削
減
の
効
果

が
出
て
お
り
、連
携
の
手
応

え
や
さ
ら
な
る
広
が
り
を

感
じ
て
い
る
。
単
な
る
統

合
で
は
な
く
、参
加
す
る
こ

と
で
グ
ル
ー
プ
の
潤
沢
な

経
営
資
源
を
活
用
で
き
、自

社
の
安
定
成
長
が
実
現
可

能
な
組
織
体
で
あ
る
こ
と

が
レ
ナ
タ
ス
の
特
長
だ
。

�
�
今
後
の
目
指
す
姿
は
。

津
上

レ
ナ
タ
ス
は
「
共

創
経
営
」
を
展
開
し
、
循

環
経
済
に
お
け
る
資
源
循

環
産
業
の
新
た
な
成
長
モ

デ
ル
を
築
き
、
産
業
を
け

ん
引
す
る
中
心
的
存
在
を

目
指
し
て
い
く
。
そ
の
実

現
に
向
け
、
自
律
と
連
帯

が
両
立
す
る
魅
力
あ
る
共

創
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
構
築
し
、
共
に
発
展
す

る
同
じ
志
の
新
た
な
仲
間

を
求
め
て
い
る
。
「
こ
れ

ま
で
育
み
守
り
抜
い
た
事

業
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進

め
た
い
」
と
い
う
想
い
に

寄
り
添
い
、
豊
か
な
未
来

を
共
に
創
る
の
が
レ
ナ
タ

ス
の
存
在
意
義
だ
。

各
地
域
の
有
力
企
業
５
社
（
サ
ン
ワ
グ
ル
ー
プ
、

ジ
ャ
パ
ン
ウ
ェ
イ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
、
シ
ン
シ
ア
、
新

日
本
開
発
グ
ル
ー
プ
、
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
か
ら
成
る

「
レ
ナ
タ
ス
グ
ル
ー
プ
」
が
本
格
始
動
し
て
１
年
。

持
株
会
社
で
あ
る
レ
ナ
タ
ス
（
東
京
・
中
央
）
の
代

表
取
締
役
社
長
に
今
年
１
月
就
任
し
た
津
上
晃
寿
氏

に
、
グ
ル
ー
プ
成
長
戦
略
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
い
た
。

AIG損害保険
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー

�
環環
境境
汚汚
染染
補補
償償
�をを
契契
約約
拡拡
大大
へへ

産
廃
業
者
の
リ
ス
ク
対
策
、信
頼
向
上
に

過去には巨額の賠償金を請求された事例も

廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ

ク
ル
分
野
の
専
門
家
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
中
部

地
区
を
中
心
に
産
業
廃
棄

物
の
適
正
処
理
や
環
境
保

全
支
援
を
担
う
Ⅰ
・
Ｐ
・

Ｇ
（
産
業
廃
棄
物
専
門
家

集
団
）。地
域
で
の
環
境
美

化
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
中
、
１０
月

１８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

４３
回
藤
前
干
潟
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
」（
藤
前
干
潟
実
行

委
員
会
主
催
）
で
は
、
Ⅰ

・
Ｐ
・
Ｇ
が
実
行
委
員
会

の
一
員
と
し
て
企
画
運
営

に
参
画
し
、地
域
住
民
・
企

業
・
行
政
が
連
携
す
る
清

掃
活
動
の
場
に
お
い
て
、

廃
棄
物
専
門
家
な
ら
で
は

の
「
ご
み
の
適
正
分
別
」

や
「
搬
出
・
処
理
ル
ー
ト

の
安
全
確
保
」、さ
ら
に
は

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
流
出
防
止
」
と
い
う

視
点
か
ら
、
専
門
的
な
立

場
で
活
動
を
支
え
た
。

当
日
は
名
古
屋
市
港
区

の
藤
前
干
潟
一
帯
に
お
い

て
、
総
勢
１
９
４
７
人
が

参
加
し
、
約
１
４
０
０
袋

分
の
ご
み
を
回
収
し
た
。

活
動
の
場
と
し
て
庄
内
川

や
福
田
ポ
ン
プ
所
前
、
南

陽
大
橋
堤
防
下
な
ど
１１
カ

所
に
清
掃
エ
リ
ア
を
設
け
、

明
徳
、
当
知
、
高
木
な
ど

港
区
内
の
学
区
や
企
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
Ⅰ

・
Ｐ
・
Ｇ
加
盟
企
業
の
メ

ン
バ
ー
も
現
地
に
分
担
配

置
さ
れ
た
。
可
燃
ご
み
１

２
９
０
袋
、
不
燃
ご
み
８８

袋
、資
源
ご
み
２６
袋
の
他
、

タ
イ
ヤ
や
ド
ラ
ム
缶
、
洗

濯
機
な
ど
の
大
型
廃
棄
物

も
多
数
回
収
さ
れ
た
。

Ⅰ
・
Ｐ
・
Ｇ
の
担
当
者

は
、
「
廃
棄
物
専
門
家
と

し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る

場
を
持
て
る
こ
と
は
大
き

な
意
義
だ
。
干
潟
の
よ
う

な
自
然
環
境
と
、
人
の
暮

ら
し
か
ら
出
る
ご
み
と
が

接
す
る
現
場
で
、
プ
ロ
の

視
点
を
生
か
せ
た
こ
と
に

手
応
え
を
感
じ
た
」
と
述

べ
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な

地
域
活
動
を
通
じ
て
「
廃

棄
物
処
理
�
裏
方
仕
事
」

で
は
な
く
「
地
域
と
環
境

を
守
る
社
会
的
使
命
」
で

あ
る
と
い
う
認
知
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

Ⅰ
・
Ｐ
・
Ｇ
は
、
「
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
の
誇
り
と
、
自
信

を
持
つ
た
め
に
」を
掲
げ
、

加
盟
企
業
の
意
識
向
上
や

環
境
教
育
、
現
場
支
援
を

推
進
。
廃
棄
物
処
理
業
の

社
会
的
意
義
を
広
く
発
信

し
、
業
界
の
地
位
向
上
と

若
手
人
材
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

理
念
の
も
と
、
地
域
清
掃

活
動
へ
の
参
画
を
通
じ

て
、
専
門
家
の
立
場
か
ら

社
会
へ
の
貢
献
を
具
体
化

し
て
い
る
。

同
活
動
は
２
０
０
４
年

秋
の
第
１
回
以
来
、
年
間

２
回
の
ペ
ー
ス
で
継
続
し

て
お
り
、
今
回
で
通
算
４３

回
。
こ
れ
ま
で
延
べ
５
万

３
０
０
０
人
が
参
加
し
、

５
万
８
０
０
０
袋
以
上
の

ご
み
を
回
収
し
て
き
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地

で
あ
る
藤
前
干
潟
は
、
渡

り
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
も

知
ら
れ
、
Ⅰ
・
Ｐ
・
Ｇ
が

専
門
家
と
し
て
関
わ
る
こ

と
で
、
清
掃
活
動
の
質
と

安
全
性
が
高
ま
り
、
地
域

と
環
境
を
結
ぶ
新
た
な
形

が
生
ま
れ
て
い
る
。

Ⅰ・Ｐ・Ｇ

資源循環産業で「共創経営」 ク
リ
ー
ン
活
動
で
地
域
と
連
携

産
廃
の
プ
ロ
が
現
場
を
支
え
る

レレナナタタスス 代代表表取取締締役役社社長長 津津上上晃晃寿寿氏氏にに聞聞くく

総
勢
２
０
０
０
人
近
く
が

参
加
し
た

（
国
研
）国
立
環
境
研

究
所
は
１１
月

４
日
、
筑
波

大
学
と
の
研

究
チ
ー
ム
で

実
施
し
た
将

来
の
熱
中
症

リ
ス
ク
等
の
評
価
に
つ

い
て
結
果
を
発
表
し

た
。
熱
中
症
の
「
リ
ス

ク
高
齢
人
口
」
が
２
０

６
０
〜
８０
年
代
に
は
全

国
で
３
０
０
０
万
人
以

上
（
国
内
総
人
口
の
約

３
割
）
と
な
り
、
多
く

の
自
治
体
で
人
口
の
４

割
以
上
を
占
め
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
夏
場
に
お
け

る
猛
暑
が
健
康
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
産
業

資
源
循
環
業
界
に
お
い

て
も
熱
中
症
対
策
は
必

須
と
な
っ
て
い
る
。
各

企
業
で
は
毎
日
の
体
調

確
認
や
休
憩
所
の
設

置
、
一
定
時
間
ご
と
の

休
憩
、
塩
飴
・
経
口
補

水
液
等
の
常
備
等
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

特
に
中
間
処
理
施
設

や
最
終
処
分
場
は
、
事

業
の
特
性
か
ら
猛
暑
の

影
響
を
受
け
や
す
い
環

境
と
な
っ
て
い
る
。
中

間
処
理
施
設
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
機
械
が
稼
働
し

て
い
る
た
め
室
温
が
向

上
し
や
す
く
、
騒
音
等

の
対
策
と
し
て
屋
内
型

の
施
設
も
多
く
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
通
常

の
冷
房
等
で
は
室
温
を

下
げ
る
こ
と
が
難
し

い
。
最
終
処
分
は
屋
外

と
な
っ
て
い
る
た
め
、

気
候
状
況
が
直
接
的
に

影
響
し
て
し
ま
う
。

少
子
高
齢

化
が
進
ん
で

い
る
こ
と

で
、
将
来
的

に
は
労
働
者

の
平
均
年
齢

も
よ
り
上
が
っ
て
い
く

可
能
性
が
あ
る
。
現
場

で
の
熱
中
症
を
防
い
で

い
く
た
め
に
も
今
ま
で

以
上
に
対
策
を
徹
底
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。（
和
）

記記
者者
手手

熱
中
症
の
リ
ス
ク
は

よ

り

高

ま

る

帳帳

２
０
２
５
年
秋
の
褒
章

に
お
け
る
受
章
者
が
１１
月

３
日
に
発
表
さ
れ
た
。
環

境
省
関
連
で
は
６
人
が
受

章
対
象
と
な
っ
た
。

受
章
者
は
▽
緑
綬
褒
状

�
池
多
地
域
振
興
会
（
功

労
名
�
社
会
奉
仕
活
動
功

績
）
▽
緑
綬
褒
状
�
友
遊

ク
ラ
ブ
・
み
そ
の（
功
労
名

�
社
会
奉
仕
活
動
功
績
）

▽
緑
綬
褒
章
�
渡
邉
英
夫

氏
（
功
労
名
�
社
会
奉
仕

活
動
功
績
）
▽
黄
綬
褒
章

�
左
京
錫
氏
（
佐
藤
京
介

氏
、
功
労
名
�
業
務
精
励

（
廃
棄
物
処
理
業
））▽
藍

綬
褒
章
�
後
藤
秀
徳
氏

（
功
労
名
�
自
然
保
護
功

績
）
▽
藍
綬
褒
章
�
荒
木

光
広
氏
（
功
労
名
�
自
然

保
護
功
績
）�
�
だ
っ
た
。

秋の褒章

環
境
省
関
連
で
６
人
が
対
象
に

廃
棄
物
処
理
関
係
で
も
受
章

２０２５年（令和７年）１１月２４日（月曜日） （６）週 刊 循 環 経 済 新 聞（第３種郵便物承認）第１７５１号

新
た
な
成
長
モ
デ
ル
を
築
く


